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（１）目的

オホーツク海海域（宗谷および網走海域）に

おけるケガニ資源の恒久的・安定的利用を図る

ため，ケガニの資源動向や生態的特徴を明らか

にする。

（２）経過の概要

資源管理型漁業推進総合対策事業により策定

された資源管理計画に基づき，管理効果判定の

ために必要な調査（漁獲統計調査，ケガニ漁場

一斉調査および資源密度調査）を実施した。調

査方法は「ケガニモニタリングマニュアル（北

海道オホーツク海海域）」（北海道立網走水産

試験場・北海道立稚内水産試験場，1994年）（以

下，マニュアル）によった。また，資源密度調

査時に標識放流試験を行った。

なお，網走海域においては各種調査の実施に

あたり，網走支庁管内毛がに漁業対策協議会（以

下，網走管内協議会），関係漁業協同組合，網

走支庁経済部水産課，網走地区水産技術普及指

導所の協力を得た。

オホーツク海海域のけがにかご漁業は1968年

（昭和43年」）から知事許可の制限または条件

として許容漁獲量制が導入されている。2007年

の許容漁獲量は，オホーツク海海域全体で前年

より100トン減少した1,300トンであった。網走

支庁管内にはこの半分の650トンが配分された。

操業隻数は前年と同じ39隻（許可隻数45隻）で

あった。

行政区分上，オホーツク海海域は宗谷および

網走支庁管内の2海域に分けられ，各海域での

調査も稚内水産試験場と網走水産試験場とで分

担して行っているが，資源密度調査結果報告書

や許容漁獲量の算出根拠となるABCの報告書に

ついてはオホーツク海全体として報告してい

る。「平成19年 オホーツク海海域におけるケ

ガニ資源密度調査結果報告書」を9月13日に，

「平成20年のオホーツク海海域におけるケガニ

資源の許容漁獲量設定の基となるABC（生物的

根拠に基づく望ましい漁獲量）について」を9

月14日に北海道庁水産林務部に提出し，10月11

日にオホーツク海毛がに漁業協議会第2回役員

会で報告を行った。2008年の許容漁獲量は2008

年1月28日に開催されたオホーツク海毛がに漁

業協議会全体会議で1,200トン（網走管内600ト

ン）に決定された。

ア 漁獲統計調査

網走支庁管内のけがにかご漁業漁獲成績報告

書および日別漁獲報告書を基に，操業状況，銘

柄別漁獲量などを調べた。なお，許容漁獲量に

は自家消費等の漁獲物（「その他」）が含まれ

る。

イ 漁場一斉調査

けがにかご通常操業（目合3寸8分）の漁獲物

から無作為にまかご１杯分（一定量）を標本と

して採集・測定し，生物統計資料を得た。

調査は4月17～18日に実施した。標本の採集

と採集データの記録は担当船の漁業者が行い，

市場での生物測定は水試，水産普及指導所およ

び漁協職員が行った。

ウ まかご１杯の資源調査

漁業者による「まかご１杯の資源調査（平成

７年度事業報告書の「船上調査」または「ケガ

ニ銘柄組成調査」）」を前年までと同様に行な

った。

漁期間内の毎月15日と30日を基準日としてけ

がにかご許可船の漁業者自身が行っている。通

常操業の漁獲物からまかご１杯分（一定量）を

無作為に採集し，銘柄別漁獲尾数およびこれに

必要だったかにかご数を用紙に記録し，後にこ

の用紙を元に水試で集計を行った。銘柄は雄の

堅・若別の大・中・小（甲長8㎝以上・1㎝刻

み），規格外（甲長8㎝以下）および雌の8区分

である。

エ 資源密度調査

格子状に設定した定点において目合2寸の調

査用かごによる漁獲試験を実施し，資源量指数

を推定した。網走水試および網走管内協議会は，

網走支庁管内の15定線（マニュアル24・25頁，

表1－2）の調査を担当した（宗谷支庁管内は稚

内水試および宗谷管内協議会が調査と解析を担

当）。網走管内の調査定点は69点である（マニ



ュアル表1－2を参照）。

本年は6月18日から6月27日にかけて計10隻の

けがにかご漁船の協力を得て，網走水試，網走

支庁水産課，各漁協の担当者が乗船して漁獲試

験を行った。

資源量指数の算出は基本的にマニュアルに従

ったが，体重階級値は従来値（マニュアル表6

の「従来の水試調査で用いた値」）を使用した。

得られた資料をもとに，資源量指数の算出，

尾数分布図および甲長組成の作成を行い，網走

支庁管内のケガニ資源の動向について検討し

た。なお1978年以前の網走海域の指数は網走西

部海域のみの値となっている。

オ 標識放流調査

ケガニの移動や成長の状況を把握する目的

で，資源密度調査時に標識放流を実施した。標

識放流は測定したケガニのうち，主として甲長

70mm以下の雄個体で行った。標識はスパゲティ

・チューブ型で記号・番号を刻印したものを使

用し，タグガンでケガニの左右いずれかの脱皮

線に打ち込んだ。

（３）得られた結果

ア 漁獲統計調査

（ア）操業状況と漁獲量，水揚げ金額

2007年のけがにかご漁業の漁協別操業状況

を表１に示した。なお本年も佐呂間漁協所属船

の操業はなかった。また，各漁協は軟甲ガニ保

護のため，例年と同様，自主規制の形で20日間

の中間休漁を実施した。

2007年のオホーツク海における許容漁獲量は

1,300トンであり，その50％である650トンが網

走管内に配分された。2007年の漁獲量は644ト

ンであり，許容量に対する達成率は99％であっ

た（表1，図1）。

網走支庁経済部水産課が取りまとめた「平成

19年オホーツクけがにかご漁業漁獲状況」をも

とに整理した月別銘柄別漁獲量（表2）をみる

と，例年どおり中間休漁以前の5月までは堅ガ

ニ（堅甲）だけが水揚げされ，休漁明けの6月

から若ガニ（軟甲）も漁獲された。この若ガニ

の総漁獲量に占める割合は管内全体で43.6％で

あり，前年の68.8％より25.2ポイント減少した。

本年の網走支庁管内全体の漁獲金額は約10億

7百万円で（表1，図3），対前年比101％であっ

た。

銘柄別の１㎏当たり平均単価をみると（表3，

図3），堅ガニ大，中，小の平均単価はそれぞ

れ3,863円，2,291円，1,504円，若ガニは1,411

円であり，若ガニを除いて前年を下回った。網

走管内の全銘柄込み平均単価は1,581円で，200

6年より若干上昇したが，依然低水準であった。





イ 漁場一斉調査

2007年の漁場一斉調査における採集データ一

覧を表4に示した。甲長8㎝以上雄のCPUE（100

かご当たり漁獲尾数，以下同じ）は１隻当たり

管内平均326尾で，前年（178尾）より83％増加

した。これを海域ごとにみると，西部海域では

平均486尾で前年（267尾）より82％増，中部海

域では平均139尾(前年99尾）で40％増，東部海

域では平均195尾（前年79尾）で146％増であっ

た。

調査が行われた漁期前半に水揚げ対象となっ

ている甲長8㎝以上の堅ガニは，管内平均75尾

で，前年の92尾より18％減少した。海域別には

西部海域が116尾(前年143尾）で19％，中部海

域が61尾（前年71尾）で13％，東部海域が8尾

（前年12尾）で37％それぞれ減少した。

甲長8㎝以上の若ガニは，管内平均250尾で，

前年の86尾より191％増加した。海域別には西

部海域が368尾（前年124尾）で197％，中部海

域が78尾（前年29尾）で172％，東部海域が187

尾（前年67尾）で179％それぞれ増加した。

規格外（甲長8cm未満）のカニは，管内平均

104尾で，前年の81尾より29％増加した。海域

別には西部海域が103尾（前年104尾）で1％，

中部海域が64尾（前年69尾）で7％減少したが，

東部海域では148尾と前年の48尾より207％増加

した。



ウ まかご１杯の資源調査

海域毎に見た雄甲長8㎝以上の年間平均CPUE

（100かご当たり漁獲尾数）は，西部海域で堅

ガニが181尾，軟ガニが521尾で合計が703尾，

中部海域では堅ガニが33尾，軟ガニが164尾で

合計が197尾，東部海域では堅ガニが15尾，軟

ガニが168尾で合計183尾であった（表5）。

エ 資源密度調査

（ア）資源量指数（雄）

網走海域における雄の総資源量指数は7,954

で，前年の6,386から25％増加した（表6，図4）。

年齢別にみると，2007年では5歳以上で軒並み

増加し，特に5歳（甲長8cm台軟甲），7歳（甲

長9cm台軟甲）と9歳（10㎝台若）が前年より増

加したが，4歳（7cm台）および3歳以下（7㎝未

満）では前年より減少した（図4）。特に，3歳

以下の指数は1986，1993に次いで3番目に低い

値となった。

（イ）調査点別分布密度

網走海域におけるケガニの100かご当たり採

集尾数の分布を図5に示した。甲長７cm以上の

100かご当たりの漁獲尾数が400尾を超えた定点

は全69定点の内19定点で，前年の21定点と比べ

て若干減少した（図5左）。また，甲長７cm未

満の100かご当たりの漁獲尾数が100尾を超えた

定点は4点のみで，前年の13定点から大きく減

少した（図5右）。



図5 2006年資源密度調査における100かご当たり採集尾数分布

オ 標識放流調査

2007年度に網走海域で放流した標識ケガニ個

体数は，5地点で384尾であった（表7）。2007

度に再補されたケガニの総数は7尾（表8）であ

ったが，このうち，再捕時の甲長が放流時より

小さい（ｽｲｼ859）場合があり，これは放流時，

もしくは再捕時の甲長測定に問題があったと思

われる。

図6に2007年漁期中に網走管内で再捕された

標識ケガニの長期再捕例（2006年以前に放流さ

れた2個体）を示した。図中の数値は放流から

再捕までの経過日数である（表8参照）。長期

再捕された個体は，2個体とも放流点付近の海

域で再捕され，距離的に大きな移動はしていな

かった。




